
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「動」と「静」の調和がもたらす勇気の光 

              校長 竹田 幸恵 

  

 世の中には「動」と「静」という二つの有り様が存

在しています。川の流れのように絶えず変化し続け

るものがある一方、山のように揺るがず存在し続け

るものもあります。 

 私たちの日常も「動」と「静」によって形づくられ

ています。働いたり学習したりする時間と休む時間、 

交流の時間と一人の時間などです。活動と休息のリ

ズムがあるからこそ、人間は健やかに生き、力を蓄え

ることができます。「動」と「静」は切り離せず、一

つの循環の両極として存在しています。 

 ２学期が始まり、1 ヶ月が過ぎました。先日

Tomorrow 教室（特別支援教室）の模擬授業が 1 学

年の各教室で行われました。コンセンサスゲームを

通して「お互いの意見を良く聴こう」がこの自立活動

の目標でした。生徒は、どのクラスも宇宙で母船にた

どり着くためのアイテムを真剣に考え、話し合い発

表をしていました。生徒たちは、Tomorrow 教室（特

別支援教室）の授業の面白さや生活に役立つことが

体験を通じて認識したこと思います。教師たちが授

業見学をする中で授業が進行しました。Tomorrow

教室の授業をする担当の先生方が「動」とすると授業

参観をする教師は「静」であると感じました。そして、

『何もしないでただ生徒を見守ることが、その生徒

にとって一番良い寄り添い方になることもある』と

いうこともあらためて痛感しました。まさに「静」の

応援の姿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 応援には「動」の力強さと「静」の深さがあります。

それらが織りなすハーモニーは、生徒たちを元気に

し、勇気をもたらす光となります。 

 １週間後に開催される合唱祭に向けて生徒たちは

日々練習に励んでいます。限られた練習の中では、リ

ーダーが仲間を鼓舞する熱気に溢れた「動」の応援が

エネルギーを与えることでしょう。一方で練習を見

守る先生方、学校運営協議会、ティンカーベルの皆様

PTAをはじめ保護者の方々の本番に向けての準備や

当日見守る眼差しは「静」の応援となるでしょう。 

クラス、学年を越えた横山中学校の合唱祭が一歩前

進した姿として披露できるよう「静」の応援に期待し

たいと思います。 

「動」と「静」の織りなす調和を授業や行事など

様々な学校生活の場面で意識し、「愛溢れる学校」を

めざしてまいります。 

Tomorrow 教室模擬授業 

 

 

 

 

 

 

 

         校   訓          

自律  共同  勤勉 
 
          教 育 目 標               

進んで学習し、よく考える人になろう 

礼儀正しく、思いやりのある人になろう 

心身をきたえ、ねばり強い人になろう 

広い視野をもち、社会に役立つ人になろう 
 
            目指す学校像             

生徒・保護者・地域の信託に応える 

～ 花信風 愛溢れる学校 ～ 
 
           今年度の合言葉               

自己実現と成長 つながりと感謝 

ウェルビーイング防災横山 

横山中学校 HP 

 

 

八王子市立横山中学校 学校便り 令和７年度 第６号 令和７年１０月７日 校長 竹田 幸恵 

令和４年度より 青少年赤十字加盟校 

令和４年度 八王子市学校保健会 優良校 

令和５年度 東京都教育委員会表彰 健康づくり功労 

令和 5年度・令和 6年度・令和７年度 

海洋教育パイオニアスクールプログラム 単元開発部門採択校  
令和６年度・令和７年度 ペップトーク実践モデル校 



1 学年 

２学期は、校外学習（地域を知る学習）からはじま

りました。午前中、八王子市内の事業所を訪問し、午

後は、明星大学で講義を受けました。御礼状を作成し、

八王子の魅力をスライドにまとめ、１０月下旬発表

を行う予定です。 

中間テストでは、１学期の反省をいかし、計画的に

勉強に取り組んでいました。期末テスト１ヶ月前か

らは再び、家庭学習ノートを配布し、みんなで意識を

高めて家庭学習に取り組んでいこうと思います。 

現在は合唱祭にむけて実行委員を中心に合唱練習

に取り組んでいます。どのクラスも一生懸命、一年生

らしく元気な歌声が響いています。本番がとても楽

しみです。 

 

２学年 

［生徒会役員選挙］ 

先日、生徒会役員選挙がありました。１０月（後期）

から２年生中心に生徒会活動を運営していく立場に

なるということで様々な意識の変化を促しています。

以下学年だより抜粋。 

「生徒一人ひとりの想いを形にしていく組織が生

徒会で、横山中生は全員がその一員です。生徒会役員

候補者は、横山中をより良くしていくために働きた

いと立候補してくれました。今回の選挙は、生徒一人

ひとりの想いを形にしていく第一歩です。横山中の

今後の発展は、候補者と投票者の想いが繋がること

から始まります。当事者意識をもって参加しましょ

う。そして、中央委員会を通じて、みんなの想いを少

しずつ形にしていきましょう。」 

［２学期中間テスト］ 

９月２４日２５日でテストを行いました。２学年

では夏の三者面談で進路を意識して「調査書点」「高

校見学」の話をしました。生徒は皆、自身の進路を見

据えて２学期からの学習に力が入っていることと思

います。以下、中間テストに向けての学年だより一部

抜粋。 

「勉強で行うことの一つは、わからないことをで

きる限り減らし、わかることをどんどん増やすこと

です。では、“わかった！”というのはどういう状態な

のでしょうか。“わかる”というのは「分けられる状態」

ということです。選択肢を正しいものと誤っている

ものに分けられる、比例と反比例の特徴をそれぞれ

分類できる、という具合です。正確に分けるために

は、その基準となる正確な知識や技能が必要です。そ

れを勉強によって身につけることができているかど

うかが、結果に影響してきます。わかったつもりにな

っていないか、早めに確認しましょう。」 

                  

 3 学年 

３年生は最後の合唱祭に向けて練習に励んでいま

す。生徒によっては進学先に合唱祭がない学校もあ

るため、人生で最後の合唱祭になる場合もありま

す。今年の課題曲は「友～旅立ちのとき～」です。

この曲は N コン中学校の部の課題曲としてアーテ

ィストの「ゆず」が提供した楽曲です。その年の N

コンのテーマは「仲間」でした。来年の春にはそれ

ぞれの進路に進み、仲間との別れが刻一刻と近づい

ています。これまで学校生活を過ごした仲間ととも

に、感謝や絆の大切さを歌い上げ、会場にいる全て

の人に届けてくれるはずです 

 

学校評価自由意見への回答 

スクールコートについて 指定でなく各自で購入は可能か 

検討します 

PTA活動について 

PTAの協力で学校は成り立っています。もし PTAがなく

なった場合、卒業式、入学式、保護者説明会、体育祭、音

楽祭、花壇整備、図書室整備、など大規模な縮小をせざる

をえません。現状を超える活気ある横山中をつくっていく

には必要な団体です。どうぞご理解いただくようお願いい

たします。 

学校公開や年間行事 早めに通知してほしい 

ぎりぎりになってしまい申し訳ありません。年度当初に発行す

る年間行事予定にあるものや、月ごとに出す学校だより、学年

だよりに掲載されている予定は基本そのままで、変更や詳細、

追加は早めに発行いたします。 

体育祭の中止の前日判断 

横山中のグランドは水はけがとても良いので、数時間で競技

ができる状態になります。できる限り予定通りの日で行いたい

と思いますのでご理解よろしくお願いします。 

学校だよりありがとうございます。 

そう言っていただきうれしいです。 

 

 

 


